
大仙市立横堀小学校 学校報 ＮO．３６
令和２年1月２２日

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」

今年度の県の学習状況調査の結果がまとまりました。これまでのがんばりによる成長と
取り組み方の課題が、学年や個人によって明らかになってきました。（表中の○はマイナス部分）

0

25

50

75

100

国語 算数 理科 平均

平成３１年度 秋田県学習状況調査 ４年 平均正答率

横堀小

秋田県

秋田県学習状況調査 教科学習の結果 ○ △ ？ ！

0

25

50

75

100

国語 社会 算数 理科 平均

平成３１年度 秋田県学習状況調査 ５年 平均正答率（県との比較）

横堀小

秋田県

0

25

50

75

100

国語 社会 算数 理科 平均

平成３１年度 秋田県学習状況調査 ６年 平均正答率（県との比較）

横堀小

秋田県

６年生 ２勝１敗１分け
５年生 ４勝
４年生 がんばろう

学年によって，県平均との比較を見
ると明確な違いがでました。今、学年
の先生や教科を指導している先生を中
心にして、結果の分析をしているとこ
ろです。あくまでも、学年全体の様子
ですが、簡単に状況を見てみます。

【６年生】
算数は県の平均より０．２ポイント

低かった。理科は同点。国語と社会は
だいぶよい結果です。
社会科は全体としてバランスよく点

数がとれています。
中学校へ向けて、算数、理科は全体

のレベルアップが必要です。国語では、
特に、作文などの書く力を鍛える必要
があります。

【５年生】
どの教科とも、県平均を上回ってい

ます。特に算数が高いです。
どの教科も上位層（ほぼ満点）が多

く、高いレベルになっています。
その分、個人差への対応も課題です。
また、満点近い子を完全に満点にし

ていく授業も大事にしたいところです。

【４年生】
どの教科も県平均を下回っています。

特に、国語と理科は、だいぶ下回って
います。伸びしろ満タンです。
上位層が少なく、下位層（半分以下）

がかなり多いことが特徴です。
学校では、徹底したわかる授業と、

さらに伸ばす授業を意識したいです。
家庭でも、スイッチを入れ直して、

勉強に対して真面目に取り組むことが
必要です。



こちらは、勉強に対する感じ方や考え方をアンケートのように記した結果です。
全体としては、ものすごくよい結果です。子どもたちは勉強に対して真面目で前向きに

取り組んでいることがわかります。おそらく全県優勝レベルだと思われます。下の枠の中
（○は問題番号）は、９０％以上が「はい」と回答した項目です。☆は、４～６年生までの
全ての子どもが「はい」と答えた１００％のものです。横堀小学校のよさと強みが、この
結果からも明らかです。

☆②勉強は大切だ。
☆③学校の勉強がよく分かる。
☆④普段の生活や社会に出たとき役立つように勉強したい。
⑤学校が楽しい。
⑦将来の夢や目標をもっている。
⑨人の役に立つ人間になりたい。
⑩地域のためになる活動に進んで取り組みたいと思う。
⑭普段の授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく行っている。

☆⑮普段の授業では、授業の目標（めあてなど）を立てて取り組んでいる。
⑯普段の授業では、最後に振り返る活動をよく行っている。
⑰普段の授業で自分の考えを深めたり広げたりすることができる。

各学年の目立ったよさと課題は，次のとおりです。
【６年生】○全ての項目が９０％以上。１００％回答が１４／１７。
【５年生】○１００％回答が９／１７。

△①「勉強が好きだ」と、⑧「学校のきまりを守っている」が６３％。⑬「自分か
ら進んで発表している」が８４％。自分に厳しい評価をしている子どもが目立ち
ました。教室での授業の中で改善を図ることができそうです。

【４年生】○１００％回答は７／１７。勉強量と下の⑥以外は全て９０％以上。
△ ⑥「自分にはよいところがある」が７１％。明るくのびのびしていて、子どもら
しいすてきな学級です。全員によいところがあるので、道徳や学級活動の時間など
を活用して、自分のよさや友達のよさに目と心を向けていきたいです。

⑪⑫は、平日と土日の勉強量についてでした。一覧にしてみました。

４年生 ５年生 ６年生

平日 土日 平日 土日 平日 土日

３０分以下 ３ ４ ０ １ ０ ０

３０分から１時間 １４ １２ １５ １２ ２ １

１時間から２時間 ４ ４ ３ ４ １４ １６

２時間以上 ０ １ １ ２ ５ ４

網掛けの子は「家庭の家庭学習」の表紙に書いたことを自ら破っています。至急対応
が求められます。どの学年にも、５名程度はたっぷり時間をかけて取り組んでいる子ど
もがいます。４年生と５年生は、もう１時間程度の学習が必要です。６年生は、時間は
よいが、内容の検討が必要です。
このことは、ＳＮＳの利用やゲーム、ＹｏｕＴｕｂｅ等の時間との関連もあると考え

ます。ご家庭での取組に対して、学校からも何らかのアクションをしていきます。
その上で、この機会に学級でも家庭でも、「家庭の家庭学習」の表紙を２０２０版に

改訂してみてはいかがでしょうか。

各スポ少や部活動では、新人戦や春に向けた練習をしな
がら、世代交代も進んでいるようです。新しい困難さへの
チャレンジも「はじめての○○○」、成長ですね。

☆大仙市民書き初め大会 小学生の部 特選 ２年 伊藤 愛深
☆美郷招待U-10フットサル大会 Ａブロック 準優勝 神岡・中仙おおたサッカー
☆西目ジュニアサッカーフエスティバルU-10 第３位 神岡・中仙おおたサッカー

秋田県学習状況調査 質問紙の結果 全体◎ ちょっぴり △！


